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〈参考３〉手づかみ食べについて 

 
手づかみ食べの重要性 
 

「手づかみ食べ」は、食べ物を目で確かめて、手指でつかんで、口まで運び口に入れると

いう目と手と口の協調運動であり、摂食機能の発達の上で重要な役割を担う。 
 
 
 
 
 
 
  
摂食機能の発達過程では、手づかみ食べが上達し、目と手と口の協働ができていることに

よって、食器・食具が上手に使えるようになっていく。 
 また、この時期は、「自分でやりたい」という欲求が出てくるので、「自分で食べる」機能

の発達を促す観点からも、「手づかみ食べ」が重要である。 
 
 
手づかみ食べの支援のポイント 
 

 手づかみ食べのできる食事に 

・ ご飯をおにぎりに、野菜類の切り方を大きめにするなどメニューに工夫を。 
・ 前歯を使って自分なりの一口量をかみとる練習を。 
・ 食べ物は子ども用のお皿に、汁物は少量入れたものを用意｡ 

 汚れてもいい環境を 

・ エプロンをつけたり、テーブルの下に新聞紙やビニールシートを敷くなど、後片づ

けがしやすいように準備して。 
 食べる意欲を尊重して 

・ 食事は食べさせるものではなく、子ども自身が食べるものであることを認識して、

子どもの食べるペースを大切に。 
・ 自発的に食べる行動を起こさせるには、食事時間に空腹を感じていることが基本。

たっぷり遊んで、規則的な食事リズムを。 
 
 
 

○ 目で、食べ物の位置や、食べ物の大きさ・形などを確かめる。 
○ 手でつかむことによって、食べ物の固さや温度などを確かめるとともに、どの程度の

力で握れば適当であるかという感覚の体験を積み重ねる。 
○ 口まで運ぶ段階では、指しゃぶりやおもちゃをなめたりして、口と手を協調させてき

た経験が生かされる。 

（参考文献） 
１）向井美惠編著.乳幼児の摂食指導.医歯薬出版株式会社.2000 
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〈参考４〉食物アレルギーについて 

食物アレルギーとは 
食物の摂取により生体に障害を引き起こす反応のうち、食物抗原に対する免疫学的反応に

よるものを食物アレルギーと呼んでいる。この免疫学的な反応は複雑で、そのひとつに私た

ちの体の中で異物（抗原）が入ってくるとこれに対して防衛しようとする働きにより、抗体

が作られるという現象である。その後の抗原の侵入に対して、この抗体がよい方に働けば、

病気の発症を抑えて免疫ができる。ところが、アレルギー疾患の家族歴など素因を持ってい

る人の場合、その後の抗原の侵入に対して過敏な反応をし、血圧低下、呼吸困難又は意識障

害等、様々なアレルギー症状が引き起こされる。このアレルギーの原因となる抗原を特にア

レルゲンという。食物アレルギーは、食物中のアレルゲンによって症状が出る。 
 
食物アレルギーへの対応の基本 
○ 家族にアレルギー疾患の既往歴がある、またはすでに発症している子どもの場合は、医

師に相談して、予防的介入や治療
＊注）

を行う。 
○ アレルギー疾患の予防や治療を目的として医師の指示を受けずにアレルゲン除去を行う

ことは、子どもの成長・発達を損なうおそれがあるので、必ず医師の指示を受ける。 
 
食物アレルゲン除去による予防効果 
① 妊娠・授乳中の母親の食物アレルゲン除去による予防効果 

アレルギー疾患の家族歴のある子どもの母親に対して、妊娠後期に卵、牛乳アレルゲン

除去を行い、出生後には制限を行わなかったランダム化比較試験（RCT）では、非除去食

群との比較で、子どものアレルギー疾患の発症率に有意差はなく 1,2)臍帯血の IgE 値 3,4)や

皮膚テスト 5などにも有意差が認められなかった。また除去食群では、臍帯血血清中の牛

乳、卵白に対する特異的 IgG、 IgA、 IgM 値などの免疫学的マーカーの有意な変化はみら

れず 6,7）、5 歳時での卵アレルギーが多かったという報告もある２)。アレルギー疾患の家族

歴のある母親が、妊娠中から授乳期に牛乳、卵、ナッツなどを除去すると、生後１年から

１年半でのアトピー性皮膚炎の発症率が低下し、重症度も下がるという報告があった 8-11）。

Cochrane library の系統的レビューでは母親に対する食物制限のみを行った場合、妊娠中

の母親の食物制限により、出生した子どものアレルギー疾患発症の予防効果があるという

エビデンスはない。授乳中の母親の食物制限は、ハイリスク児の乳児期早期のアレルギー

疾患発症に対してある程度の予防効果が認められた 12）。 

② 完全母乳または牛乳蛋白加水分解乳による予防効果 

アレルギー疾患の家族歴がある子どもで、４か月間完全母乳栄養で養育した群では、

一般の調製粉乳を使用した群と比較して、１年間にアトピー性皮膚炎に罹患した割合が

有意に低かった 13)。しかし長期的なアレルギー疾患発症予防効果については認められて

いない 14）。一般の乳児を対象にしたバースコホートによる研究では、生後数か月間の完

全母乳栄養がその後の喘息や他のアレルギー疾患発症に予防効果がないと報告している

ものが多く 15-17)、アレルギー素因のない乳児にとっては長期的にアレルギー疾患のリス

クを増加させるという報告も見られる 18,19)。 


